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用地・施設活用担当 

 

南青山一丁目用地の活用について 

 

 

南青山一丁目用地（以下「本用地」という。）は、区の喫緊の課題である高齢者施設の

入所需要増に対応するため、地域密着型特別養護老人ホーム及び認知症高齢者グループ

ホームの整備に活用します。 

 

１ 南青山一丁目用地の概要等 

（１）概要（別紙１ 参照） 

所在地 港区南青山一丁目１８番１２号（住居表示） 

港区南青山一丁目５５番９４ （地    番） 

地目、地積 宅地、１,６２２．１７㎡ 

用途地域等 第二種中高層住居専用地域、建ぺい率６０％ 

容積率３００％（前面道路幅員による容積率２９０％） 

準防火地域、第三種高度地区、日影規制３ｈ-２ｈ 

（２）経緯 

平成２８年３月３１日

取得 

＜価  格＞２３億５，２００万円 

＜取得目的＞保育需要等に対応するための施設整備用地 

平成３０年１０月～ 

令和４年１２月 

暫定活用 

赤坂中学校等改築に伴う仮設校舎として、平成３０年 

１０月から令和４年１２月までの間、暫定活用中 

 

２ 用地の活用 

（１） 行政需要（利用希望調査） 

行政需要の把握のため、令和２年５月に利用希望調査を実施しました。 

利用希望調査結果は、以下のとおりです。 

希望施設 必要な床面積 

地域密着型特別養護老人ホーム 

及び認知症高齢者グループホーム 

２，８００㎡ 

スポーツ施設 １，４００㎡ 

（２）子ども関連（保育）施設の整備（別紙２ 参照） 

本用地を取得した平成２８年時点においては、区内全域で待機児童が生じていまし 

  たが、平成２９年４月からの待機児童解消緊急対策等により、平成３１年４月に待機 

児童が解消され、令和２年４月には、２年連続で待機児童ゼロを達成しています。 

また、現在、地域によっては、保育施設に空きが生じており、私立認可保育園の定員 

の空きは、運営事業者の補助金収入にマイナスの影響を及ぼすため、この解消は今後 

の課題となっています。特に本用地の近隣の私立認可保育園は、他の地域に比べて顕 
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著に空きが生じていることから、本用地における新たな保育施設の整備需要はありま 

せんでした。 

（３）スポーツ施設の整備 

スポーツ施設の整備については、本用地が第二種中高層住居専用地域であることか 

ら、整備できないことが判明したため、対象外となりました。 

（４）高齢者施設の整備 

今後の高齢者人口や要介護認定者数の増加を見据え、地域密着型特別養護老人ホー 

ム（定員２９人以下の小規模型特別養護老人ホームであり、当該施設がある区市町村の 

住民のみ入所可能なもの）及び認知症高齢者グループホームの整備は喫緊の課題です。 

 

ア 特別養護老人ホームの需要 

    区内に所在する特別養護老人ホームは、区立３施設と民設６施設の合計９施設 

（８２９床）であり、現在年２回入所を募集し１回に入所できる人数は平均１０４ 

人です。 

申込名簿登載者から、入所できる者や他の高齢者施設等入所者、他サービスの利 

用により在宅生活の継続が可能と見込まれる者などを除き、区としては本来、入所 

の必要性が高いと判断する者の令和元年度の人数は２５人でした。 

また、今後、要介護認定者数の増加に伴い申込名簿登載者数も増加が見込まれ、 

次期高齢者保健福祉計画の最終年度である令和８年度には、当該者は２９人に増え 

る見込みです。 

こうした高齢者人口や要介護認定者の推移を踏まえ、今後も増加する特別養護老 

人ホームへの入所需要に対応するため、新たな地域密着型特別養護老人ホームを１ 

施設整備する必要があります。 

〇入所募集一回当たりの区内特別養護老人ホームの申込状況    （単位：人） 

 令和元年度 令和６年度 令和８年度 

申込名簿登載者 ３７６ ４０６ ４２９ 

  

 

区内特別養護老人ホーム入所者 １０４ １１３ １１３ 

辞退・死亡者等 ７３ ７７ ８１ 

他の高齢者施設等入所者及び他サ

ービスの利用により在宅生活の継

続が可能と見込まれる者 

１７４ １９０ ２０６ 

区として入所の必要性が高いと判

断する人数 
２５ ２６ ２９ 

イ 認知症高齢者グループホームの需要 

 平成２７年度に策定した現行の高齢者保健福祉計画では、令和３年度の認知症高 

齢者グループホームへの入所待ちの人数を５０人程度と推計し、３ユニット（１ユ 

ニットの定員は９人）の施設を２施設整備する計画でした。令和３年４月に高輪三 

丁目に１施設（定員２７人）開設し、計５施設で定員１０８人となりますが、もう 

１施設は、用地が確保できず未整備の状況です。 
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今後の高齢者人口の推移を踏まえ、改めて需要の検討を行った結果、高齢者人口 

の増加に伴い、認知症高齢者数も増加が見込まれ、次期高齢者保健福祉計画の最終 

年度である令和８年度には、認知症高齢者グループホームへの入所待ちの人数は、 

２５人となる見込みです。 

このため、現行の高齢者保健福祉計画で計上しているもう１施設を早急に整備す 

る必要があります。 

〇区内認知症高齢者グループホーム入所状況           （単位：人） 
 令和元年度 令和６年度 令和８年度 

認知症高齢者数（※１） ６，４３６ ６，７３５ ７，９４２ 

申込者（※２） ４６ ３７ ４０ 

入所者（※３） １２ １５ １５ 

入所待ち者数 ３４ ２２ ２５ 

（※１）認知症高齢者数は、東京都令和元年度認知症高齢者等の分布調査出現率より 

推計 

（※２）各年１月１日時点でそれぞれの施設への申込者（推計） 

（※３）入所募集及び入所は随時（推計） 

 

３ 活用の方向性 

本用地は、高齢者施設の入所需要増への対応が区の喫緊の課題であることから、地域 

密着型特別養護老人ホーム及び認知症高齢者グループホームの整備に活用します。 

 

４ スケジュール（予定） 

  令和４年度      施設設計 

  令和４年１２月    赤坂中学校仮設校舎撤去工事完了 

令和５年１月        建設工事着工 

令和６年９月     竣工 

令和６年１２月    開設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

南青山一丁目用地の位置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 

※斜線部が南青山一丁目用地です。 

この地図は、国土地理院の地理院地図を使用したものです。 
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港区の保育施設等 

 

〇保育定員等の推移（令和２年４月現在）               （単位：人） 

 H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1 H31.4.1 R2.4.1 R6.4.1 

区
全
体 

保育定員 7,006 7,279 7,856 8,447 9,033 10,179 

入園希望者数 6,421 6,961 7,489 7,769 7,686 9,134 

待機児童数 64 164 89 0 0  

赤
坂 

保育定員 807 881 986 1,005 1,124  

入園希望者数 730 792 859 875 898  

待機児童数 11 19 8 0 0  

 

 

〇私立認可保育園の空き状況（令和２年４月現在） 

 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

区
全
体 

保育定員（人） 366 585 634 526 486 395 2,992 

空き数（人） 92 61 111 63 90 69 486 

空き率（％） 25.1 10.4 17.5 12.0 18.5 17.5 16.2 

赤
坂 

保育定員（人） 51 80 84 48 50 50 363 

空き数（人） 19 26 35 2 10 16 108 

空き率（％） 37.3 32.5 41.7 4.2 20.0 32.0 29.8 

 

〇本用地から徒歩 10 分圏内の私立認可保育園の空き状況（令和２年４月現在） 

保育園名 保育定員 空き数 空き率 

あい保育園青山一丁目 60 人 9 人 15.0% 

太陽の子南青山保育園 60 人 18 人 30.0% 

太陽の子赤坂保育園 60 人 6 人 10.0% 

コスモス西麻布保育園 40 人 17 人 42.5% 

小学館アカデミー南青山保育園 50 人 14 人 28.0% 

 

 

※R6 の数値は、R 元年度策定の子ども・子育て支援事業計画の推計値です。 

別紙２ 


